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体育・スポーツ教育研究（第17巻第１号）

大学体育におけるコーチングとティーチング
―バスケットボールを教材にして―

九州地区大学体育連合・九州体育・スポーツ学会合同企画

〇実施提案者  「スキル教育の立場から」  九州共立大学　八　板　昭　仁
「教科教育の立場から」          福岡大学　柿　山　哲　治

〇企画代表者                  九州地区大学体育連合　斉　藤　篤　司
九州体育・スポーツ学会　則　元　志　郎

１．企画趣旨
文部科学省は，「学士課程教育の構築に向けて」中

央教育審議会答申（2009）の中で，「知識・理解」「汎
用的技能」「態度・志向性」「総合的な学習経験と創造
的思考力」の４項目を学士力に関する主な内容として
掲げ，「何を教えるか」より「何ができるようになる
か」を重視した取組，つまり学習成果を重視していく
方針を掲げている。これらを受けて全国体育連合及び
関連団体は，「学士課程教育に関する共同声明文」

（2009）において大学のディプロマ・ポリシーと学士
力に「心身の健康」を位置付けるように要請している。

体育授業は基本的にスポーツ・運動教材を使用しな
がら，その教材の技能習得及びその他の諸能力の獲得
等が行われる。そこで，「スポーツ・運動技術を中核
とした授業」と「総合的内容（技術含む）を中核とし
た授業」を比較しながら，実際の大学体育授業ではど
のような取り組みが行われているのか，具体的な授業
実践例を基に検討していくために企画された。中等教
育までとの違いが感じ取れれば幸いである。

２．「大学体育で「スポーツ」を指導することの意義
と心掛けなければならない点について」

� 八板　昭仁
多くの大学で取り組んでいるようにスポーツを実施

することは，生涯を健康に過ごすことが大きな目的に
なっていると考えられる。スポーツ，特に今回のテー
マとなったバスケットボールのような球技は，体力の
維持・増進はもとより，良い人間関係を保つこと，調
和した適応力，創造的な活動などに大きくかかわると
考えられる。大学の授業における「バスケットボール」
などのゴール型球技では，高等学校までの知識や経験
を活かし，自ら考え，判断し，行動する力を向上させ

ることが目的になると考えられる。
本合同企画においては，①状況認識知のための視

点，②ゲームにおいて必要となるショット技術の指導
方法，③チームメイトと状況を共通認識することが可
能となるディフェンスされた状況におけるパスレシー
バーの動き方について実技を交えながら行った。

３．「大学体育でスポーツを教材として授業を行うこ
との意義」� 柿山　哲治

「バスケットボールを知っていますか？」という問
いかけに学生は，「１チーム５名」，「スリーポイント
シュート」，「ダブルドリブル」等と答える。しかし，

「バスケットボールはいつ，どこで，どのようにして
始まったのか？」，「なぜバスケットボールと呼ぶよう
になったのか？」という問いには，バスケットボール
の授業を受けた学生はもちろん，経験者でさえ答えら
れる者はいない。つまり，高校までの体育教育はルー
ルを知って体を動かすことが中心で，そのスポーツや
ルールがどのようにして生まれ，どのように変化して
きたかということを学ぶ機会は皆無であり，歴史的足
跡を残している文化としての側面は全く無視され，ス
ポーツは身体的強靭さや技術的巧みさを求めて争い，
勝利を目指すための道具としてのみ用いられてきた。
したがって，日本のスポーツのあり方に対して歴史的
知見と文化的考察を持ち込み，「ドリブルはどのよう
にして誕生したのか？」，「バックボードがなぜあるの
か？といった疑問を軸に展開するスポーツ論は，単純
であるがゆえに本質を衝き，必然的に長いスポーツの
歴史を辿ることになり，大学生にとって新鮮な驚きに
満ちたものになるはずである。
（九州体育・スポーツ学研究　第30巻　第１号「九

州体育・スポーツ学会第64回大会発表抄録集より」



－16－



－17－

体育・スポーツ教育研究（第17巻第１号）


